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Ⅰ．諸　　　言

平成13年から開始された母子の健康水準を向上させ
るためのさまざまな取り組み﹁健やか親子21﹂の最終
評価では，子育てに自信がもてない母親の割合は変わ
らず，子どもの年齢が上がるとともに母親は育児上の
困難感も高まる傾向が示され1），﹁健やか親子21（第
２次）﹂でも引き続き，育児不安の軽減に向けた支援
を課題としている1）。

就学前の子どもをもつ母親の育児不安は幸福感を低
下させる一方で，肯定的な育児感情は母親の幸福感を
高めるという2）。また，母親の親としての意識が高い
と育児肯定感が高く2），母親にとって望ましい育児を
遂行することは，母親としての満足感を高める3）こと
から，日常的に繰り返す必要のある育児行動の継続す
る要因を具体的に検討することは，育児不安の軽減や

家庭の教育力の低下などの問題を解決する糸口になる
と考える。

育児は母親の人格的成長というポジティブな側面だ
けではなく，母親としてのスキルや自信，満足感の側
面にネガティブな影響を与えている4）。しかし，子育
て期の母親は子育てのネガティブな側面を受け入れな
がら意味づけをし，母親として適応していくという5）。
またネガティブな体験が母親としての適応を促す契機
になることが示唆されている6,7）。母親の育児へ適応す
る能力の一つに﹁育児に対する自己効力感﹂8）がある。
育児に対する自己効力感とは，育児で直面する経験
的な，あるいは未経験な新しい状況に遭遇した際に臨
機応変に対処できるという確信の程度であり，育児負
担感の低減にも影響するという8）。このように母親が
体験する育児行動とは，子どもとの関係性においてポ
ジティブな体験を味わう一方でネガティブな体験を対
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処しながら日常的に繰り返される子どもの世話といえ
る。以上より，母親は子育てのネガティブな体験でさ
えも臨機応変に対処し，その価値を認めながら育児行
動を遂行していることから，母親は育児行動を継続す
るための動機づけを有していることが考えられる。

これまでの動機づけの研究では内発的動機づけと外
発的動機づけは対立して捉えることが多かった。しか
し，近年，Ryan と Deci の自己決定理論では，主に
社会的な価値を自分のものにしていく内在化に注目し
て，無動機づけ（＝無気力状態），外発的動機づけ（外
的調整，取り入れ的調整，同一化的調整，統合的調整），
内的調整という順で外発的動機づけと内発的動機づけ
を自律性（自己決定性）という一次元上の連続体で捉
えている9）。内在化の程度（理由づけのあり方）によっ
て，自律性の程度が決定される10）。この理論によると，
無動機づけとは，内在化がなされていない状態である
こと，外発的動機づけは内在化の程度によって，最も
低く他律的な外的調整（外部からの強制によって行動
する段階），やや他律的な取り入れ的調整（義務感や
恥などを理由に行動する段階），やや自律的な同一化
的調整（個人的な重要性を理由に行動する段階），自
律的な統合的調整（自己の価値観と一致している状態）
へと徐々に自律の程度が高くなり，最も自律的で興味
や楽しさから行動できる内発的動機づけへと段階的に
動機づけを捉えている10）。

これまでの主な動機づけ研究では，学習や仕事など
社会的に価値が高いものが研究の対象で，育児に関連
した動機づけの研究は少ない11）。母親の育児行動は遂
行しても必ず報酬があるわけではないが，日常的に継
続する必要がある。このような育児行動に対して母親
が自律的な動機づけをもつことができれば，日々の子
育ての中での母親の自己評価は高まり，育児不安も軽
減されるのではないだろうか。

動機づけが自律性を増していく過程は，自律性への
欲求（自身の行動を自ら決定し，行動の起源でありた
いという欲求），有能感への欲求（活動を通して自分
の能力を高めたいという欲求），関係性への欲求（他
者との間に温かい関係をもちたい欲求）という基本的
欲求が満たされる時であるという10）。例えば，﹁育児
をやりたいとは思わない﹂という無動機づけの母親に
対して段階的に自律的動機づけへと変容するためには
どのような側面の心理的欲求を充足すればよいかとい
うアセスメントの手がかりとなり得る。

そこで本研究では，乳幼児期の子どもをもつ母親の
育児行動に対する自律的動機づけを支えるための基礎
的な知見を得るために，基本的心理欲求充足尺度と動
機づけ尺度を作成し，これらの関連を検討することを
目的とした。

Ⅱ．方　　　法

１．用語の定義

本研究の育児行動に対する基本的心理欲求充足と動
機づけの定義は，Ryan と Deci9）の自己決定理論の概念
定義や Ryan と Deci9）の概念を参考に作成した櫻井の動
機づけのタイプ，自己調整のタイプを中心とした自己
決定連続体のモデル10）を参考にした。なお，自己決定
理論では外発的動機づけの中で最も自律性の高い調整
スタイルとして統合的調整があるが，実証的研究では，
統合的調整と内的調整は統計的に分別が困難なため，
統合的調整は取り扱われていない12）。本研究において
も統合的調整については取り扱わないこととした。
1）育児行動

子どもとの関係性においてポジティブな体験を味わ
う一方でネガティブな体験を対処しながら日常的に繰
り返される子どもの世話。
2）母親の育児行動に対する基本的心理欲求充足

自律性への欲求充足：母親が自分自身の考えや思い
で育児をしていると認識し，﹁自分らしく﹂育児を継
続している状態。
有能感への欲求充足：母親が自分自身の育児を認め

たり，他者に認められたりする中で育児に対する自信
を得ている状態。
関係性への欲求充足：子育てコミュニティの中で，

母親が周囲とのつながりを実感し，安心している状態。
3）母親の育児行動に対する動機づけ

無動機づけ：子どもを育てることに対する自らの意
味をもたない状態で育児を継続する動機づけ（育児を
継続していない場合もある）。
外的調整：子どもを育てることに対する自らの意味

をもてない状態で，周囲からの強制により育児を継続
しようとする動機づけ。
取り入れ的調整：子どもを育てることに対する自ら

の意味をもっているが，母親自身の名誉や羞恥心から
育児を継続しようとする動機づけ。
同一化的調整：子どもを育てることに積極的な意味

をもちながら育児を継続する動機づけ。
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内的調整：日々の育児の中で生じる葛藤を抱くこと
もあるが，子どもを育てることの楽しさやおもしろさ
から育児を継続する動機づけ。
母親の育児行動に対する自律的な動機づけ：母親が子

どもを育てることに自らの意味を見出した状態で育児
を継続しようとする動機づけ。

２．質問項目の作成過程

1）質問項目の抽出

質問項目の作成にあたり，Ryan と Deci9）の自己決
定理論の概念定義を参考にした。母親の﹁育児行動
に対する基本的心理欲求充足﹂尺度の質問項目は，
Ryan と Deci13）の“The Basic Need Satisfaction in Life 
Scale”21項目を日本語に翻訳した大久保ら14）の心理
的欲求充足尺度の項目を参考に20項目からなる仮尺度
を作成した。母親の﹁育児行動に対する動機づけ﹂尺
度は，Ryan と Deci9）の概念を参考にして作成された
櫻井の動機づけのタイプ，自己調整のタイプを中心と
した自己決定連続体のモデル10）や自己決定理論に基づ
いて作成された西村ら12）の自律的学習動機尺度を参考
に20項目からなる仮尺度を作成した。そして，発達心
理学を専門とする研究者と，項目が定義に沿っている
か，類似した内容はないか，を確認した。
2）面談による質問項目の検討

同意の得られた乳幼児をもつ20代から40代の母親３
人と，乳幼児の育児経験者として，小学生の子どもを
育てる40代の母親２人を対象に，質問項目を確認する
ために面談を実施した。確認事項は，作成した質問項
目が乳幼児の子どもを育てる母親にとってわかりづら
い表現はないか，不快な表現がないか，であった。
3）質問項目（原案）の作成

以上の手続きを経て，最終的に母親の﹁育児行動に
対する動機づけ﹂尺度は20項目，母親の﹁育児行動に
対する基本的心理欲求充足﹂尺度は20項目から構成さ
れる仮尺度を作成した。

３．質問紙調査の実施

1）調査対象者と調査方法

A 市立保育所７園に調査協力を依頼し，園ごとに
クラス担任が保護者に質問紙を配布し，家庭で記入後，
無記名で封をしてそれぞれの園に提出してもらったも
のを回収した（配布数649部）。質問紙に，回答は統計
的に処理されること，調査は強制ではないことを明記

した。これらの調査は2017年９月中に実施した。
2）調査内容

ⅰ．フェイスシート

母親の年齢，職業形態，家族形態，子どもに関する
情報として，子どもの年齢，出生順位，性別，通園（学）
状況の記入を求めた。
ⅱ．育児行動に対する基本的心理欲求充足尺度

先の過程で作成した20項目から構成した。下位尺度
項目として，自律性への欲求充足（６項目），有能感
への欲求充足（６項目），関係性への欲求充足（８項目）
で測定された。教示は﹁あなたの日々の“育児”につ
いて，最も当てはまる数字を１つだけ○で囲んでくだ
さい﹂とし，﹁１：そう思わない﹂，﹁２：あまりそう
思わない﹂，﹁３：どちらともいえない﹂，﹁４：まあそ
う思う﹂，﹁５：そう思う﹂の５件法により回答を求めた。
ⅲ．育児に対する自己効力感尺度

金岡8）が作成した﹁育児に対する自己効力感尺度﹂
（13項目）を使用した。この尺度は母親が育児で直面
する経験的なあるいは未経験な新しい状況に遭遇した
際に臨機応変に対処できるという確信の程度を測定す
るものである。教示は﹁あなたご自身の子育てについ
て，最も当てはまる数字を１つだけ○で囲んでくださ
い﹂とし，﹁１：そう思わない﹂，﹁２：あまりそう思
わない﹂，﹁３：どちらともいえない﹂，﹁４：まあそう
思う﹂，﹁５：そう思う﹂の５件法により回答を求めた。
ⅳ．育児行動に対する動機づけ尺度

先の過程で作成した20項目から構成した。動機づけ
スタイルがそれぞれ４項目で測定された。教示は﹁あ
なたの日々の“育児をする理由”について，最も当て
はまる数字を１つだけ○で囲んでください﹂とし，﹁１：
そう思わない﹂，﹁２：あまりそう思わない﹂，﹁３：ど
ちらともいえない﹂，﹁４：まあそう思う﹂，﹁５：そう
思う﹂の５件法により回答を求めた。
3）倫理的配慮

面談の調査対象者と A 市役所の担当者に調査の主
旨および質問紙の内容を説明し，承諾を得た。質問紙
の調査対象者へは書面で研究の主旨，自由意思による
参加，不利益からの保護，プライバシーの保護，結果
の公表等を説明し，質問紙の提出をもって同意が得ら
れたものと判断することについても明記した。なお，
研究にあたって埼玉大学におけるヒトを対象とする研
究に関する倫理委員会の審査を受け，承認を得た（承
認番号 H29︲E︲10）。
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４．分析方法

尺度作成と母親の育児行動に対する基本的心理欲求
充足と動機づけとの関連については，以下の統計的手
続きにより行った。
1）因子分析

因子の抽出を行うために，因子数は自己決定理論の
概念に従い，﹁母親の育児行動に対する基本的心理欲
求充足﹂20項目について３因子，﹁母親の育児行動に
対する動機づけ﹂20項目について５因子を指定して因
子分析（主因子法・プロマックス回転）を行った。
2）因子項目の確定と命名

因子分析の結果からの項目の選択作業として，各因
子において因子負荷量の絶対値が0.4未満だった項目
と複数の因子に高い因子負荷量をもつ項目を削除して
繰り返し因子分析を行い，因子項目を確定した。また，
その項目の内容から下位尺度を命名した。
3）母親の育児行動に対する基本的心理欲求尺度の下位尺

度の妥当性の検討

金岡8）が作成した育児に対する自己効力感尺度は自
己のコントロール感や自己表現，対人関係を築く意
志などの内容が含まれていることから well︲being の
指標となり，基本的心理欲求と正の相関が予想され
る。そこで，基本的心理欲求尺度の下位尺度ごとの
平均得点と，育児に対する自己効力感尺度の平均得
点との間でピアソンの相関係数を求め，妥当性を検
討した。
4）母親の育児行動に対する動機づけ尺度の下位尺度間の

関連性の確認

自己決定理論では，﹁外的調整﹂，﹁取り入れ的調整﹂，
﹁同一化的調整﹂，﹁内的調整﹂のそれぞれの動機づけが，
自律性の観点から一次元の連続体状に並ぶものと考え
られている9）。それぞれの下位尺度の平均得点をもと
にピアソンの相関係数を算出した。概念的に近い位置
関係にある動機づけ間には正の相関があり，遠い位置
関係にある動機づけの間には負の相関もしくは無相関
になるというシンプレックス構造9）を確認し，構成概
念の妥当性を検討した。
5）尺度項目の信頼性の確認

最終的に得られた項目について，同一因子内の項目
の内的整合性を確認するために Cronbach のα係数を
算出した。

6）育児行動に対する基本的心理欲求充足と動機づけとの

関連

育児行動に対する基本的心理欲求充足と動機づけと
の関連を検討するために，各下位尺度の平均得点を算
出し，ピアソンの相関係数を求めた。

なお，分析には統計解析ソフト IBM SPSS Statis-
tics22を使用した。

Ⅲ．結　　　果

１．調査対象者の属性

乳幼児の子どもをもつ母親329人の属性は表１に示
すとおりである。母親の年齢は約７割が30代であった。
子どもを有する数は１人が36％，２人が40％，３人以
上が14％であった。母親の就業形態は，約６割がフル
タイム，約３割がパートタイムであった。家族形態は
約８割が核家族であった。

２．母親の育児行動に対する基本的心理欲求充足尺度の

作成

因子分析の結果，最終的には自律性への欲求充足４
項目，有能感への欲求充足５項目，関係性への欲求充
足６項目の計15項目を採用した。第１因子には﹁自分

表１　調査対象者の属性
母親年齢 人数 （人）　　（％）

20 〜 25歳未満 3 1
25 〜 30歳未満 12 4
30 〜 35歳未満 118 36
35 〜 40歳未満 106 32
40 〜 45歳未満 57 17
45歳以上 6 2
無回答 27 8

母親の職業形態 人数 （％）
フルタイム 204 62
パートタイム 93 28
専業主婦 4 1
無回答 28 9

家族形態 人数 （％）
核家族 277 84
大家族 8 2
母子 9 3
無回答 35 11

子どもの人数 人数 （％）
１人 120 36
２人 131 40
３人以上 46 14
無回答 32 10
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で決めた方法で子育てしていると思う﹂などの項目が
高い負荷を示し，﹁自律性への欲求充足﹂とした。第
２因子には﹁私は日々の子育てで自信を得ていると思
う﹂などの項目が高い負荷を示し，﹁有能感への欲求
充足﹂とした。第３因子には﹁育児で悩んだ時に，励
ましてくれる人がいると思う﹂などの項目が高い負荷
を示し，﹁関係性への欲求充足﹂とした （表２）。

次に基本的心理欲求充足尺度の下位尺度と育児に対
する自己効力感尺度との間のピアソンの相関係数を求
めた（表３）。その結果，﹁自律性への欲求充足﹂，﹁有
能感への欲求充足﹂，﹁関係性への欲求充足﹂との間に
は有意な正の相関が確認された。

３．母親の育児行動に対する動機づけ尺度の作成

因子分析の結果，最終的に各下位尺度３項目，計15
項目を採用した。第１因子には﹁子育ては大変だけれ
どもおもしろいから﹂などの項目が高い負荷を示し，

﹁内的調整﹂とした。第２因子には﹁子育ては自分の
ためになるから﹂などの項目が高い負荷を示し，﹁同
一化的調整﹂とした。第３因子には﹁周りの人にかっ
こいい親と思われたいから﹂などの項目が高い負荷を

示し，﹁取り入れ的調整﹂とした。第４因子には﹁育
児をしなければいけないと思うから﹂などの項目が高
い負荷を示し，﹁外的調整﹂とした。第５因子には ﹁育
児は時間を無駄にしている気がする﹂などの項目が高
い負荷を示し，﹁無動機づけ﹂とした（表４）。表５に
示すように，下位尺度間の相関係数を算出した結果，
概念的に近い動機づけの間には正の相関が確認され，
概念上，遠い動機づけほど負の相関もしくは無相関に
なるというシンプレックス構造9）が確認された（表５）。

４．母親の育児行動に対する基本的心理欲求充足と動機

づけとの関連

育児行動に対する基本的心理欲求充足と動機づけと

表２　育児行動に対する基本的心理欲求充足尺度の因子分析の結果（主因子法・プロマックス回転後）
因子

1 2 3
１．自律性への欲求充足（α＝ .76）
　　自分で決めた方法で子育てをしていると思う .722 .121 － .027
　　育児の方法は自分で自由に決めていると思う .677 － .119 － .178
　　日々の生活において，私は育児についての意見や考えを自由に表現できると思う .603 － .007 .104
　　自分らしく子育てをしていると思う .532 .281 .053
２．有能感への欲求充足（α＝ .87）
　　私は日々の子育てで自信を得ていると思う － .064 .909 － .010
　　私は日々の育児で達成感を感じている － .094 .898 .026
　　私はうまく子育てをしていると思う .065 .775 － .053
　　私は日々の子育てで自分の得意なことを発揮する機会があると思う .003 .630 － .048
　　周りの人が私の育児を認めてくれていると思う .121 .535 .161
３．関係性への欲求充足（α＝ .84）
　　育児で悩んだ時に，励ましてくれる人がいると思う .087 － .171 .876
　　育児で相談できる人がいると思う .100 － .115 .767
　　周囲の人と信頼関係を築いていると思う － .059 .100 .686
　　周囲の人から親切にされていると感じている － .085 .091 .660
　　保護者の中に心を許せる人がいると思う － .091 .032 .632
　　保護者同士，うまくやっていると思う － .115 .089 .589

因子間相関　１ .580 .403
２ .373

表３　育児行動に対する基本的心理欲求充足尺度と育
児に対する自己効力感尺度との相関

自律性への
欲求充足

有能感への
欲求充足

関係性への
欲求充足

育児に対する自己効力感 .496** .562** .556**
自律性への欲求充足 .525** .297**
有能感への欲求充足 .317**

**p ＜ .01
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の間のピアソンの相関係数を求めた結果，﹁自律性へ
の欲求充足﹂は﹁内的調整﹂と﹁同一化的調整﹂と
の間には有意な正の相関，﹁外的調整﹂と﹁無動機づ
け﹂との間には有意な負の相関が確認された。﹁有能
感への欲求充足﹂は﹁内的調整﹂と﹁同一化的調整﹂
の間には有意な正の相関，﹁外的調整﹂と﹁無動機づけ﹂
の間には有意な負の相関が確認された。﹁関係性への
欲求充足﹂は﹁内的調整﹂と﹁同一化的調整﹂との間

には有意な正の相関，﹁無動機づけ﹂の間には有意な
負の相関が確認された（表６）。

Ⅳ．考　　　察

１．母親の育児行動に対する基本的心理欲求充足尺度の

信頼性と妥当性

因子分析の結果，母親の育児行動に対する基本的心
理欲求の充足について，﹁自律性への欲求充足﹂，﹁有

表４　育児行動に対する動機づけ尺度の因子分析の結果（主因子法・プロマックス回転）
項目 １ ２ ３ ４ ５

１．内的調整（α＝ .83）
　　子育ては大変だけれどもおもしろいから .902 .027 － .042 .042 .117
　　子育ては大変だけれども楽しいから .779 .012 .011 － .063 － .034
　　子育ては大変だけれども子どもを育てることが好きだから .668 .033 .072 － .082 － .023
２．同一化的調整（α＝ .70）
　　子育ては自分のためになるから － .010 .794 .071 － .185 .098
　　子どもを育てることで，自分が成長すると思うから .000 .686 － .027 .079 － .101
　　子育ては自分にとって意義があると思うから .170 .406 － .061 .267 － .128
３．取り入れ的調整（α＝ .75）
　　周りの人にかっこいい親と思われたいから － .007 .075 .850 － .163 .020
　　他の親よりよい子育てをしたいと思うから － .061 － .015 .625 .128 .014
　　周りの人によい親だと思われたいから .102 － .077 .590 .243 － .059
４．外的調整（α＝ .62）
　　育児をしなければいけないと思うから － .034 .005 － .039 .601 － .007
　　子育てはきまりみたいなものだから － .179 － .019 .145 .489 .071
　　みんなが当たり前のように子育てしているから .071 .039 .237 .486 .034
５．無動機づけ（α＝ .79）
　　育児は時間を無駄にしている気がする .216 － .091 － .013 .021 .847
　　育児をしたいと思わない － .154 .125 － .116 .191 .710
　　育児をする理由がわからない － .114 － .045 .109 － .123 .644

因子間相関　１ 1.000 .542 .073 － .318 － .551
２ 1.000 .107 .004 － .317
３ 1.000 .432 .188
４ 1.000 .392

表５　育児行動に対する動機づけ尺度の下位尺度間の相関
同一化的調整 取り入れ的調整 外的調整 無動機づけ

内的調整 .471** .043 － .270** － .471**
同一化的調整 .088 － .003 － .292**
取り入れ的調整 .437** .167**
外的調整 .353**

**p ＜ .01

表６　育児行動に対する基本的心理欲求充足尺度と動機づけの下位尺度間の相関
内的調整 同一化的調整 取り入れ的調整 外的調整 無動機づけ

自律性への欲求充足 .316** .218** － .081 － .192** － .212**
有能感への欲求充足 .401** .270** .076 － .186** － .240**
関係性への欲求充足 .320** .295** .047 － .038 － .149**

**p ＜ .01
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能感への欲求充足﹂，﹁関係性への欲求充足﹂の３因子
が確認され，各項目の因子負荷量も十分な値を示して
いた。また，３つの尺度の Cronbach のα係数はいず
れも高い値を示した。さらに金岡8）の育児に対する自
己効力感尺度との間に有意な正の相関が認められ，こ
れらの質問項目の妥当性が確認された。乳幼児をもつ
母親において，育児に対する自己効力感は育児負担感
を軽減する要因の一つであり，育児に対する自己効力
感向上の支援の必要性が示唆されている8）。今回，育
児に対する自己効力感尺度と育児行動に対する基本的
心理欲求尺度で正の相関を認めた。このことは，育児
に対する自己効力感を高めるには，母親の育児行動に
対する有能感，関係性，自律性それぞれの欲求の充足
状況に応じた支援が必要であることが考えられ，本尺
度はその欲求の充足状況を把握するアセスメントツー
ルとして可能と思われる。

２．母親の育児行動に対する動機づけ尺度の因子構造と

信頼性と妥当性

因子分析の結果，母親の育児行動に対する動機づけ
について﹁内的調整﹂，﹁同一化的調整﹂，﹁取り入れ的
調整﹂，﹁外的調整﹂，﹁無動機づけ﹂の５因子が確認さ
れ，各項目の因子負荷量も十分な値を示していた。５
つの尺度の Cronbach のα係数は一部，外的調整にお
いてα＝ .62とやや低かったが，その他の下位尺度に
ついてはα＝ .83〜 .70と信頼性が確認された。下位尺
度間の相関係数を算出した結果，概念的に近い動機
づけの間には正の相関，概念上，遠い動機づけほど
負の相関もしくは無相関になるというシンプレック
ス構造9）も確認され，構成概念の妥当性を備えた尺度
が作成された。

３．母親の育児行動に対する動機づけと基本的心理欲求

充足との関連

育児行動に対する３つの基本的心理欲求充足の各下
位尺度と動機づけとの間の相関係数を算出した結果，
自律性の高い﹁内的調整﹂と﹁同一化的調整﹂との間
に正の相関が示された。また，本研究では，育児行動
に対する基本的心理欲求充足尺度と子育て期の母親の
well︲being の指標でもある育児に対する自己効力感尺
度との間に正の相関を認めた。このことから，乳幼児
期の子どもをもつ母親の﹁自律性﹂，﹁有能感﹂，﹁関係
性﹂への欲求が充足された時，育児に対する自己決定

的な行動や well︲being が高まる可能性が示唆された。
一方，非自己決定的な﹁無動機づけ﹂との間に負の

相関が示され，３つの基本的心理欲求が充足されてい
ないと，非自己決定的な動機づけで育児が遂行される
可能性も示唆された。このことは，母親の基本的心理
欲求が充足されていないと，﹁育児をしたいとは思わ
ない﹂といった非自己決定的な動機づけにより，不適
切な育児でもある虐待を引き起こす可能性も考えられ
た。

自己決定理論では，外発的動機づけと内発的動機づ
けを自律性（自己決定性）という一次元上の連続体で
捉えている9,10）。本研究でも育児行動に対する動機づ
けは，﹁無動機づけ﹂，﹁外的調整﹂，﹁取り入れ的調整﹂，

﹁同一化的調整﹂，﹁内的調整﹂という一次元上の連続
体として捉えられた。また，３つの基本的心理欲求と
自律的な動機づけと正の相関，そして無動機づけと負
の相関が確認されたことから，３つの基本的心理欲求
の充足が母親の自律的動機づけの内在化プロセスにお
いて重要な要因となっていることが考えられる。この
ことは，無動機づけの母親に対して段階的に自律的な
動機づけへと変容するにはどの側面の育児行動に対す
る基本的心理欲求を充足すればよいかというアセスメ
ントの手がかりとなると思われる。今後は母親の育児
行動と動機づけの構造を明らかにし，母親の育児行動
に対する動機づけの内在化プロセスへの支援として基
本的心理欲求を検討していく必要がある。
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〔Summary〕
In this research，the basic psychological needs sat-

isfaction scale and motivation scale for child︲care be-

havior was developed in the self︲determination theory 

and their relevance was examined．Following previous 

studies，the basic psychological needs satisfaction scale 

for child︲care behavior was composed three subscales：

“need satisfaction for autonomy，”“need satisfaction for 

competence，”“need satisfaction for relatedness．”The 

motivation scale for child︲care behavior was composed 

five subscales：“amotivation，”“external，”“internalized，”

“identified，”“intrinsic．”Pearson’s correlation was 

performed on each data set．There were positive corre-

lations between three basic psychological needs satisfac-

tion and the high determination（“identified，”“intrinsic”）．

On the other hand，there were negative correlations 

between three basic psychological needs and low self︲

determination（“amotivation”）．In addition，there were 

positive correlations between“Parenting Self︲efficacy 

Scale”and three basic psychological needs satisfaction 

for child︲care behavior．

These results showed that satisfying three basic psy-

chological needs（“autonomy，”“competence，”“related-

ness”）might have facilitated the mothers’self︲determi-

nation and well︲being in the child︲care．

〔Key words〕

mothers in the childcare period，basic psychological 

needs satisfaction for child︲care behavior，motivation for 

child︲care behavior，self︲determination theory
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